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習志野市の財政状況 習志野市民の平均年収３７８万円
にパート収入１０３万円を加えた額



経常収支比率とは？
財政構造の弾力性を測定する指標である「経常収支比率」というものがあります。

低ければ低いほど財政運営に弾力性があり、政策的に使えるお金が多くあるということですが、習志野市の経常収
支比率は９２．９％となっており、財政の硬直化が進んでいるといえます。

このような状況を解決し、自立的都市経営を推進していくためには、歳入の根幹をなす市税の増収が必須となって
きます。人口減少、少子高齢化が叫ばれる昨今ですが、より多くの方々に習志野市に住んでもらうための定住促進
が必要であり、それに伴った魅力あるまちづくりが必要になります。
歳入増加のためには？

市税等の収納率の向上はもとより、未利用地の有効活用、ネーミングライツ、寄附金など、財源確保については積
極的に行い、歳入を増加させることが重要です。更には歳入だけではなく、歳出を削減する努力も必要です。
歳出削減のために

現在進行中の公共施設再生計画をしっかりと進めること、健康寿命の延伸を行う施策を実施し、医療費の削減を
進めること、目的を達成した事業や時代に合わない事業、近隣市との横並び事業や、費用対効果・優先度の低い
事業の徹底した見直し、市単事業や上乗せ給付等の給付水準や助成対象等の見直し検討を行うことが、重要であ
り、「選択と集中」を明確にすることが、人口減少社会に突入する習志野市に必要です。

財政健全化に向けての取組み

２８年度習志野市の収入合計は約637億円となりました。県内３７市のなかでは９番目に位置します。
この数字を給料の年収が５００万円として、家計に置き換えてみたものが表の右側です。

給料は全体の約５８．９％を占めていてもっとも多いのですが、年金や児童手当、奨学金などや借入金な
どで収入を賄っている状況です。支出の中で食費（人件費）については、全体の約１８．２％を占めていま
す。

Q：なぜ食費（人件費）が多いのか？
A：習志野市は文教住宅都市憲章を掲げ、幼稚園、保育所、こども園、習志野高校などを運営しているの
で、そこで働く職員が必要となっているためです。光熱水費や消耗品など（物件費）は、上記の施設をは
じめ、小学校、中学校、公民館、図書館など、施設に係る維持費が多くかかっています。

Q：習志野市の借金（債務残高）はいくら？
A：習志野市の債務残高は一時期よりも改善はしておりますが、約９８０億円。その内の多くは下水道や
道路・街路整備を積極的に進めてきた費用になります。

財政状況の解説（平成２８年度決算）

現在市議会だよりを編集、発行す
る議会報編集委員会の委員長を
拝命しております。

今年度の５月号から表紙両面の
カラー化、ページ数の増加を市に
要望し、実現いたしました。

市民の皆様の目に届きやすいよ
う、また見やすい議会報を目指し
ていきます。

ならしの市議会だより
カラー化＆ページ数の増加！


